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               審   査   の   要   旨 
 
 長期データの宝庫である鳥類群集の研究は、21世紀を迎え、新しい解析方法に飢えている。本
研究は、サギ類のコロニー場所選択の過程を、長期個体群データと単年の土地利用図、そして複
数年にわたるランドサット画像とを組み合わせ、意思決定モデルであるRandom Forest（RF）を
拡張して応用し、集団の意思決定行動の推定を見事に成功させている。また、餌場以外の土地利
用分布の重要性や、土地利用パターンの複雑性に対する空間スケールの調節など、サギ類のコロ
ニー場所選択における行動様式についても、これまでの知見とは異なる見解を明らかにしている
点で、大変評価できる。 
 平成27年2月3日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結
果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
